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色覚多様性シミュレーションの経験は自己効力感に影響を及ぼすか

黒沢 学（東京電機大学）

キーワード：色覚多様性，自己効力感，障害

問 題

「障害の有無にかかわらず，国民誰もが互いに

人格と個性を尊重し支え合って共生する社会」(内
閣府)が目指される中，人間の多様性を理解するこ

と及びその支援の重要さは増している。そのうち

の一つで学校場面にみられるものが，視覚的多様

性の理解である。このうち先天的な原因によるも

のには P 型・D 型などいくつかのタイプがあるが，

日本人男性の 5%程度にみられると言われつつも

広く社会に認識されているとは言いがたい。本研

究は，それに関連するシミュレーション経験が視

覚的な障害をもつ学生との交流に関する効力感に

影響するかを調べる。

方 法

実験参加者 都内工科系大学生 人。自己申告に

よればいずれも自らの色覚は統計的な多数に属し

ているとしている。

尺度 河内・四日市 の，視覚に障害を持つ

学生とのキャンパス内での交流の心地よさに対す

る自己効力感尺度 項目 以下自己効力感尺度

と呼ぶ を用いた。これは，「自分がよく知らない

同性の大学生で目が全く見えない相手」と質問さ

れた状況で交流する場合の気持ちを 気分が非

常によい，から 気分が非常によくない，までの

段階で尋ねるものである。河内・四日市は探索

的な因子分析の結果 因子 交友関係 そ

の人とレストランで食事をする場合， 自己主

張 先月貸した 円をその人に催促する

場合 と解釈し，それぞれ因子負荷の高い 項目

を用いている。本研究でも同様に得点化した。

手続 クラスの授業を用いて一斉に行った準実

験である。それぞれのクラスで第 週目に自己効

力感尺度についての評定を求めた。評定には

を用い，参加者のペースで記入を求

めた。翌週，実験群 では処遇を行い直後に

再び自己効力感尺度についての評定を再度求め，

統制群 では処遇なしで自己効力感尺度につ

いての評定を求めた。処遇として行ったのは，少

女キャラクターの髪及び眼の色を変化させて作っ

た 種の絵に対して， 型及び 型に近く見える

ような変換を施したシミュレーション画像を交え

た 種の絵に対する 法による印象評定 形

容詞， 段階 である。自己効力感の評定にはおよ

そ 分， 評定にはおよそ 分を要した。なお，

全ての実験終了後に実験目的を説明した。

結 果

自己効力感の尺度ごとに，処遇の有無 実験群・

統制群 ×調査時期 事前・事後 の 要因のうち

要因に繰り返しのある分散分析を行った。すると，

第 因子 交友関係 では処遇の主効果・時期の主

効果・交互作用がいずれも有意ではなかった 順に

。

第 因子 自己主張 では交互作用が有意ではな

かったが ，処遇の主効果と時期の

主効果がみられた 順に，

。

考 察

型・ 型のシミュレーション画像を見ることに

よって，障害のある学生との交流に関する自己効

力感が変化するという証拠は得られなかった。今

回は 型・ 型の色覚多様性をシミュレートする

という処遇だったが，自己効力感についての質問

項目は目が全く見えない相手についてのものでそ

の違いが大きかったことが理由としては考えられ

る。
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情報の提示スタイルが迷子紐の印象に与える影響
― ， ，新聞スタイルの比較の検討―

○古池若葉（京都女子大学） 平田陽香＃（社会福祉法人石光山会 石山寺こども園）

キーワード： ，文章理解，迷子紐

目 的

迷子紐とは幼児用リードとも呼ばれ，大人が幼い子

どもを連れて外出するときに，子どもの迷子や路上飛

び出しによる交通事故を防ぐために用いられており，

多動傾向のある子どもには特に有効である。しかし，

ペットを連れて歩く姿を連想させることからその使用

には批判的な意見もあり，使用を必要とする保護者に

とって心理的な圧力となっている。本稿では，迷子紐

の使用目的や有効性等に関する情報の提示により迷子

紐の印象が好転するのか，また，情報の提示スタイル

によってその効果が異なるのかについて検討する。

方 法

参加者：女子大学生 名（ ～ 歳）。参加者は，

情報提示の 条件（命題リスト・ ・ ・新

聞）のいずれかに割り当てられた。 材料：迷子紐の

印象尺度：迷子紐の印象を測定するために， の書

き込み・新聞記事の迷子紐に関する記述を参考に作成

した 項目・ 件法の調査データを因子分析し， 項

目の尺度を作成した（本稿では詳細は省略）。安全因子

（ 項目，α＝ ），見た目因子（ 項目，α＝ ），

使用意欲因子（ 項目，α＝ ），肯定因子（ 項目，

α＝ ）の つの下位尺度からなる。迷子紐に関する

情報刺激：迷子紐に関する情報（使用目的，安全対策

として有効な対象児や場面等）を 項目作成した（命

題リスト）。次に，これら 項目に言及し情報提示ス

タイルの異なる刺激（ 風， 風，新聞記事

風）を作成した。命題リストを含む 種類の刺激は用

紙に印刷され，いずれか 種類が各質問紙の中に綴じ

られた。質問紙は「 迷子紐印象尺度（事前調査），

迷子紐に関する情報提示， 迷子紐印象尺度（事後調

査）」からなる。参加者は，配布された質問紙中に

提示された情報の種類により各条件に割り当てられた。

調査時期： 年 月 手続き：授業時間内に質問

紙を配布し，最初から順に回答する（または刺激文を

読む）よう求めた。

結 果

各情報提示スタイルにおける迷子紐の印象評定値を

に示す。情報の提示スタイルによって，情報

提示前後の迷子紐の印象の変化に差があるかを検討す

るために，迷子紐の印象尺度の下位尺度ごとに，参加

者内因子を時間（事前・事後），参加者間因子を情報提

示スタイル（以下「提示スタイル」）とする二要因の分

散分析を行った。 （ ）安全因子 提示スタイル・時

間の主効果，交互作用とも有意であった 順に

。 （ ）見た目因子 提示

スタイル・時間の主効果，交互作用とも有意であった

順に

。評定値が低いほど見

た目の印象が良好であることを示す。 （ ）使用意欲

因子 時間の主効果，交互作用が有意であった 順に

。

（ ）肯定因子 提示スタイル・時間の主効果，交互作

用とも有意であった 順に

。

なお，いずれの因子においても，すべての提示スタイ

ルで事前よりも事後の方が印象評定値が有意に高く

（見た目因子のみ逆パターン），新聞スタイルの事前・

事後の変化が最も大きかった。

考 察

迷子紐の印象は，いずれの因子においても情報提示

により良好な方向に変化したが，新聞スタイルの効果

が最も高かった。 や箇条書きのみの情報提示に比

べて新聞スタイルの方がより説得力が高いことがうか

がえる。

各情報提示スタイルにおける迷子紐の印象評定値（平均，標準偏差）
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